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ネット相談窓口を開設しています。悩みがあったら相談してください。
右のQRコードからClassroom「荘内よろず相談窓口」に入れます。

【保護者のみなさんへ】
荘内中学校では、生徒の活躍や様々な学校の方針等を随時、学校ホームページ
で紹介しています。お暇なときにはぜひご覧ください。右のＱＲコードでご覧いただけます。
※新型コロナウイルス感染症の急激な感染拡大が続いています。
ご家庭でも、これまで以上に感染防止対策を徹底するとともに、毎日の検温等をお願いします。
発熱等の症状がある場合は、登校させず休養させてください。

【生徒のみなさんへ】
荘内中の校庭の桜も咲き誇り、

新学期が始まりました。人間は生
きていく上で絶えず出会いと別れ
を繰り返し、絶えず新しい人間関
係を作り続けていきます。それが
生きていくということです。
荘内地域では、小学校から九年間、ほとんど同じ同級生と過ごすので、人間関係づくりが

下手だといわれ、高校進学後、どうやって友達を作ればいいか分からない生徒が多いと言わ
れています。みなさんはどうですか？これが本当なら大きな弱点です。
苦手だった人とも接し方を変えればうまくつきあえるかも知れない。嫌いだった人のいい

ところを見つければ受け入れられるかも知れない。あなたの世界を広げるのはあなた自身で
す。人間関係づくりを学んでください。勉強も大事ですが本当に人生で必要な力は人間関係
づくりです。どんな人ともうまく協働活動できる力を磨いてみましょう。
さて、新型コロナウイルス感染症の感染拡大がさらに進行を始めました。学校の教育活動

は再び制限を余儀なくされていく可能性がありますが、みなさんの大切な中学時代を可哀想
で終わらせてはいけないと考えています。そのために必要な事は何でしょう？それは「創意
工夫」です。無限に世界と繋がることができる学習用端末を使って学校生活を充実させる方
法は無いか、これまでにない面白い取組は無いか、しっかり考えて実現していくことで、こ
れまでの中学生が経験したことのない未来の中学校生活が実現できるかもしれません。そう
いう中学校生活を創り上げるのはみなさんの創意工夫です。
令和４年度の荘内中学校を創るのはみなさんです。生徒が主役の生徒が創る学校、荘内中

学校は、そうあって欲しいと思っています。「私たちは可哀想な中学校生活を送っていませ
んよ、だってこんなに面白い活動してきましたから」そう胸を張っていえる一年間になれば
いいですね。「Let’s Begin！」
【保護者のみなさんへ】
お子さんの生きる社会は確実に今までの社会とは違います。Society5.0の超情報社会の進

展だけでなく、ロシアのウクライナ侵攻を見ても当たり前だった平和がどうなるか分からな
い時代を迎えました。地球規模で社会構造が変化していきます。私たちはそうした社会でも
自分を見失わず、社会に貢献しながら幸せな人生を送ることができる人間を育てたいと願っ
ています。学校の取組を御理解いただき、応援団になっていただければ、教育成果はさらに
向上するものと考えています。


